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見 て歩 き
1.は じめ に
村 山 雅 美
南極本部に置かれた 『ふ じ』改善委員会(座 長 寺沢
阪大名誉教授)は,『 ふ じ』の老朽化に対処 して,新 し
い砕氷船の建造について検討を始めてきた.そ こで,最
も新 しい砕氷船に関する知識と資料を収集する11的を持
って,本 年3月 から4月にかけて,調 査団をアメリカ及
びヨーロッパに派遣することになった.
海上保安庁船舶技術部長徳永陽一郎氏を団長とし,防
衛庁海幕技術副本部長山川健郎氏,東 京大学工学部教授
岡村弘之氏らは,ア メリカ沿岸警備隊本部及び氷海にお
ける船舶工学の研究の中心機関であるARCTIC　INC.で
調査を行った.又,ミ シガン湖においてWEST　WIND
に乗艦 し,砕氷航海の体験 を得た調査団に私は,パ ロー
の海軍北極研究所からの帰途,シ ャ トルにおいて加わっ
た.
1974年9月,米国ワイオ ミングのSCAR会議の帰 り,
色気を出 して訪れたシャ トルのロッキー ド造船所の ドッ
クにおいて瞳装を急いでいたPOLAR　STARとの2年
ぷりの再会を機会にその見聞記を綴ろう.
2.ア メ リカと砕 氷船
「北氷洋の航海をノーマルな幹線航路にせよJという
モットーのもとに北氷洋に異常な熱意を払ってきたソ連
は,1937年に北極点に近いところに位置 していた浮氷上
に,海 洋,気象などの調査のため漂流観測所を設けたの
をキッカケに,北氷洋を我が内海 として,そ の研究は精
力的に進められてきた.
氷 海 か らの開 放 を 目指 し,砕 氷 船 の開 発,利 用 は ソ連
に とっ ては,い わ ば生 き る道 で あ っ た.一 方 ア メ リ カ
は,自 国 の港 湾 は ほ と ん ど不 凍 港 で あ る こ と や,沿 岸 の
航 海 に よ る こ と よ りも,鉄 道 の利 用 が多 か っ た こ と な ど
か ら,砕 氷 に つ い て の関 心 は あ ま り大 き くなか った.し
か しな が ら,　GREENLAND付 近 の軍 事 上 の要 求,特 に
第2次 大 戦 の勃 発 を契 機 に,本 格 的 な砕 氷 船 の建 造 に 移
り,　WIND　CLASS　(満載 排 水 量6,515トン)が 登 場 し
た の で あ る.す な わ ちSTATEN　ISLANDを一 番 艦 に,
EAST　WIND,　SOUTH　WIND,　WEST　WIND,　NORTH
WINDが 次 々に就 役 した.ソ 連 に 戦 時 中 貸与 して い た
が,戦 後 米 漸1〔に返 還 され たNORTH　 WIND,　SOUTH
WINDは,そ れ ぞ れ　STATEN　ISLAND.　ATKA　と
改 名 され,同 じ く返 還 され たWEST　 WINDの 他,戦
後 に 就 役 し た2代 目NORTH　 WINDは,　 BURTON
ISLAND,　及 びEDISTOが ア メ リカ砕 氷 艦 隊 の 戦 力 に
加 わ った.し か し,ソ 連 に 貸 与 した3隻 は,散 々に 使 い
た お され てい て,い ずれ も ダ ウ ン直 前 とな っ てい る こ と
を知 って 慌 て た ア メ リカ であ った.
ソ連 の 北 洋 へ の積 極 的 な 力 に 対 応 して,い よい よ砕 氷
艦 隊 の 充 実 に 本 腰 を入 れ な くて は な らな い 情 勢 に あ った
ア メ リカ海 軍 は,1954年GLACIER　(満載 排 水 量8,449
トン)を 建 造 したの で あ る.
ア メV力 海 軍 は,　GLACIERを 主 力 に　EDISTO,
BURTON　ISLAND,　ATKA,　STATEN　ISLANDの
WIND　CLASS　5隻 を もっ て.も っぱ ら南 極,北 極 に
お い て極 地 行 動 を続 け て い た がi1665年に 至 り,ア メ リ
カ の砕 氷 行 動 は 沿 岸 警 備 隊 が 一 元 的 に 扱 うこ とに な り,
す べ ての 海 軍 の 籍 に あ った 砕 氷 艦 は 沿 岸 警 備 隊 に 移 さ
れ,　ATKAも 元 のSOUTH　 WINDに 戻 っ た.し か し
な が らWINDCLASSは 言 うに お よば ず,　GLACIERも
老 朽 化 をみ た1960年頃 か ら沿 岸 警 備 隊 は,新 砕 氷 艦 の 建
造 を真 剣 に 考 え始 め た.そ して,1962年に は,原 子 力 砕
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水 艦 の建 造 が,下 院 に お い て は 可決 され た が,莫 大 な建
造 費 及 び 原 子 力 に つ い て,国 防 上 の 見地 か ら海軍 の反 対
もあ り,陽 の 目 を見 る こ とは で きな か っ た.そ こ で,
WIND　CLASSのNORTH　 WINDとSOUTH　 WIND
の エ ン ジ ン交 換 に よ り,寿 命 を5年 延 ば す こ とに な っ
た,更 に,　POLAR　CLASS　(満載 排 水 量13,179トン)
2隻 の建 造 が 認 め られ,　POLAR　STAR,　POLARSEA
の 登 場 を見 る こ とに な っ た の は197C手の こ とで あ る.
3,　POLARCLASS砕 氷艦の概要
北極洋を通過して,北極洋沿岸の石油を輸送すること
が俄にクローズアップされた時,　MANHATTAN号の
名が一躍有名になったことは周知のとおりである.こ の
砕氷マンモスタンカー　MANHATTANの歴史的航海に
重要な役割を演 じたARCTIC　INC.に対 し,沿 岸警備
隊は,　POLAR　CLASSの要求する技術開発を行わせ
た.そ して,沿 岸警備隊本部が実施 した基本設計に基
づき,シャ トルのロッキー ド造船所 と　POLAR　CLASS
1母艦　POLAR　STARの契約を結んだのは,1971年
8月であった.
そして,1973年11月進水.契約引き渡 し期 日をまる1
年半遅れた1975年12月に沿岸警備隊の艦籍に入ったので
ある.2号 艦POLAR　SEAは,1973年1月契約,1975
年4月 進水,契 約引き渡 し期 日に半年の遅れを見て,
1976年9月には就役の予定である.引渡 しが大幅におく
れた理由として次のことがあげられる.即 ち船体の大部
分の使用されている高張力鋼板は住友金属が供給 したも
のであるが,同造船所の溶接技術が劣 り,その間川崎重
工の技術指導を受けて,急場をしのいだ事,そ のためプ
ロペラシャフ トの軸芯を出すのに困難をきたした事,及
び船体に比 し,搭載 した機関が極めて大きいため,艦 内
工作が窮屈をきわめ蟻装に思わぬ時間を要 したことなど
である.
めくら
さ て,本 題 に 入 る こ とに す るが,"盲 が 象 をな で る恐
れ 無 きに しも あ らず",と な る こ と を 予 め お こ とわ り し
てお こ う.
要 目は,　WIND　CLASS,　GLACIER及 びPOLAR
CLASSの プ ロフ ァイ ル と共 に示 す が,そ の 特 徴 は 次 の
とお りで あ ろ う.
『ふ じ』(満 載 排 水 量8,300ト ン)に 比 べ て,二 まわ
り大 きい 図 体 なが ら,6.5倍の 推 進 力 を 持 つ こ とで あ る.
ア メ リカ がPOLAR　CLASSを化 石燃 料 使 用 の 世 界 最 強
の 砕 氷 艦 と誇 る所 以 で あ る.平 水 及 び 通 常 の 砕 氷 航 海 で
は,18,000馬力 を電 気 推 進 に よ り,3軸 の プ ロペ ラに 与
え るが,18,000馬力 で は 手 に 負 えな い 氷 に 遭 遇 した 時 に
は,60,000馬力 出力 の ガ ス タ ー ビ ンに 切 り替 え られ る,
ち な み に,こ の エ ン ジ ンは,ボ ー イ ング707の そ れ で あ
ユ ー ス
り,切 り替に要する時間は,私 が見学 した当時の乗員の
練度では約30分は かかるだろ うと旧知のペンズケ艦長
は,片 目をつぶって答えたものだ.
次の特徴は,ガ スタービンエンジンを搭載したことに
もより,推進翼が流氷により破壊されない事,及 び低速
で強い推進力を出せる可変ピッチプロペラを,大型また
極地用砕氷船 として初めて採用 したことである.又,艦
首の形状及び艦尾の形状の改良である,前者は,立 ち上
がりの角度が従来の砕氷船のそれに比べて少なく,後者
については,型 がやせていて,従 来の船の艦を見る感 じ
がする,
船の全長の3分 の2く らいは,巨大なエンジンによっ
て占められているので,艦長もエンジンキャリアだと笑
っていた.し かし,コ ンピューターの導入により,エ ン
ジンのワッチは4名 で済ませている他,ナ ビゲーション
システム,海 洋観測データの解析等にコンピューターが
最大限に利用されている.
制御装置,荷 役装置の合理化等により,乗員省力化を
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図 っ た他,極 地 用 砕 氷 艦 と して,乗 員 の居 住 性 の 向 上 を
図 っ た.加 うるに,　POLAR　CLASSの2隻 に 対 して,
3組 の ク ル ーが 配 置 し,4か 月 の 航 海 を年2回 行 う建 前
とす る本 艦 は,シ ャ トル を母 港 と し,ク ル ーは そ れ ぞ れ
艦 長 組 と副 艦 長 組 に 分 け,入 港 の 度 に それ ぞ れ の 組 の}卜
数 が 交 替 す る.乗 員は 年 間180日 の 乗 艦 配 置 と な り,艦
長 は そ の都 度 異 な る乗 員 を指 揮 下 に 置 くこ とに な る.
第2次 大 戦 中 は,3隻 を ソ連 に 貸 与 し,グ リー ン ラ ン
ドを:トチ ス ドイ ツ の手 か ら守 った 実 績 に 加 え,米 ソの 地
理 的 条 件 の 差 違 は,砕 氷 船 団 の 保 育 量 と蓄 積 され た 力 に
は,い さ さか 両 者 の 間 に 水 をあ け た よ うだ.例 えば,遠
くに は 『宗 谷』,近 くに は 本格 的 砕 氷船 と自 負 して い た
『ふ じ』 まで が,南 極 で お 世 話 に な っ た 『オ ビ』 号 な ど
砕 氷 船 では な い と ウ ソぶ く ソ連 で あ る.こ こに 漸 く,
POLAR　CLASSを 自国 で 建造 し,就 役 させ た こ とは,
ソ連 に 一 矢 を 報 い た気 持 ちの よ うだ.　POLAR　STAR
は,シ ャ トル近 海 に お け る テ ス ト,訓 練 を済 ま せ,4月
末 か らペ ー リ ング海 で 初 の砕 氷 テ ス トを行 っ た は ず で あ
る.特 に,注 目 す べ き 可変 ピ.ノチ プ ロペ ラ の効 果 と ガ ス
タ ー ビ ンの 減 速 ギ ヤ ー の強 度 な ど の試 験 結 果が 待 た れ る
と共 に,我 々が 待 望 す る新 砕 氷 船 建 造 の 指 針 と な る こ と
は 明 か であ る.
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一 第16次越 冬隊紀行一
南極観測隊便り
一第17次越冬隊の近況一
3月 は 連U20m近 い 強 風 が吹 き,し ば しば ブ リザ ー
ド状 態 の 日が 続 い た.4月 に 入 る とみt'ほ観 測拠 点 旅 〒.f
隊 の 準備 に迫 れ 前1乞は忙 が しいlfが続 い た.天 候 が 回 復
した4月15日f,illf隊員 を リー ダ ー に,仁4-,山腰,登 場,
西 尾,志 賀,Y{月,山 田 の8名 の 各隊 員 が昭 和基 地 を 出
発 し,4月24Hみ ず ほ に無 市 到 着 した.毎11-45℃ 以.ド
の 中 で,連 月基地 整備 に 当 り順 調 に観}1川生 活 を続 け て い
る.み ず ほ越 冬隊 の うち西 尾 隊 員 を リー ダ ー に,仁 木,
[|1腰,登場 の4名 の越 冬隊 を残 し他 の 支援 隊4名 は5　Jj
201f全fi元気 に昭 和基 地 に帰 投 した.一 方 昭 和基 地 に お
い て は観 測 も順1凋に 続 け られ て お り,=ケ.t'トの打 ちIl
げ は5月13月 に スタ ンバ イに 入 っ たが,天 候 と地 磁 気 活
動 が かみ 合 わ ず打 ち1二げ は延 期 に な っ た.5月31hい よ
い よ太 陽 と も 別 れ を告 げ る た め,昭 和 」.9地で は氷 上 ソフ
トボ ー ル大 会 が行 わ れ た.隊 員 全 員 健 康 状 態 も良好 で,
こ れ か ら,一 段 と 厳 し くな る 本 格 的 な越 冬生 活 に 入 っ
た.食 卓 を飾 る唯 一 の 生 野 菜 で あ る 「もや し」 は,農 協
の 発 表に よ る と,4月 に6　kgの出荷 が あ っ た.
昭 和50年1月4H,第16次 隊 の 第1便:IHii和基地 へ 飛
ん だ.そ の後 の 輸送 ・建 設 は極 め て順 調 に進 み,14日 に
は 懸 案 だ っ た 新 送 信 棟 が 完 成 し,28Uに は 総 て の輸 送 ・
建 設 が終 「した.2月1El,第15次 隊 か ら昭 和基 地 の 観
測 ・設営 裳務 を実 質的 に 引 き継 ぎ,基 地 の運 営に も充 分
な れ た2月20[J,[E式に越 冬隊 の成 立 を .見た.
明 け て昭 和51年1月3日,第17次 隊 の第1便 を迎 え,
2月1日 に 実 質 的 な基 地 の運 営 を 引 き渡 し,2月20日 に
越 冬を終.」',3月211i羽田空 港 へ 全員 無 幽1事に 帰 着 した.
16次隊 の 任務 は,15次隊 に 引 き続 き環 境 科 学 と地 学 の
観 測 とを 重点 項nと した も ので あ り,予 算 規 模 も大 き く
な く地 味 な隊 で あ っ た.し か し,越 冬隊 員30人が,そ れ
ぞ れ の持 味 を生 か し,研 究面 で も生 活 面 で も,ガ ッチ リ
と ま とま りの あ る 紫紺 を 挙げ え た もの と考 え てい る.
我 々の越 冬生 活 の模 様 は,月 毎 に 月 例 報 告 と して 電 信
で 極 地 研 究 所 へ送 られ,ふ た 月 毎 に ま とめ られ て,こ の
極 地 研 二t・一 スに 掲 載 され て き た.こ こで`1噛 し く報 告
を書 く必 要 も な い程 に 良 く取 上 げ てい た だい てい た.し
か し,一 年 を振 り返 る とい う意 味 で 重 複 をお 評 しい た だ
き,越 冬 生 活 の 概 要 を述 べ る こ とに す る.
早 く来 た 秋 輸 送 ・建 設 期 間 に 「ふ じ」 と夏 隊 か ら充
分 な 支援 を受 け たお か げ で,2月1日 か ら落着 い た 越 冬
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生活を過ごすことができ,12日最終便が去った後も.何
事も無かったかのように 淡々とした日が 続いた.し か
し,自然環境は厳 しく秋の到来は早かった.1月 下旬か
らく・ずつき気味になった天候は,2月3日 か ら4日にか
けて早 くもブリザー ドとなった.そ の後も次々とプIJザ
ー ドが来襲 したが,早 く整っていた越冬態勢のおかげで
基地生活には殆んど影響を与えるには至 らなかった,し
かし,野外調査旅行のスター トはかなり遅れることにな'
った,強 風のためオングル海峡の大陸側はすっかり開水
面とな り,氷山が北から南へ流れ,3月 上旬,こ の開水
面はまだ西へ向って広がろうとしていた.(17次隊への
最終便の飛んだ本年2月18日には,オ ングル海峡の全面
が しっか りした氷に覆われたままであり,氷状の年によ
る違いの大きさを痛感させられた}
このような状態では,昭 和基地の北方に点在する氷山
群の東側を通る15次隊のとっつき岬までのルートは危険
で使用すべきでないと判断 し,氷山群の間を縫 ってのル
ートの設定を試みた.越冬経験者の少ない16次隊ではあ
ったが,3月27日,空からするセスナの誘導で無事氷山
群を抜け,翌28日とっつき岬へのルー トを完成 し,4月
11日には,見 返 り台から無事KC20雪 上車を回収 した
のである,そ の後,低 温の来襲とともに結氷は急速に進
み,4月22日には氷山群の東側を通るルー トが使用でき
るようになり,KD60の回収を24,25の両 日に実施 し
た.そ して,お そまきながら,5月10日みずほ観測拠点
への調査旅行隊が出発するはこびとなった.
厳しかった客 冬期間の低温は16次越冬の話題の一つ
と言ってよいであろ う.4月30日には一35.9度と4月の
最低気温 としては基地開設以来の記録である.4月,7
月の月平均気温 も,それぞれ一12.1度,-20.8度と1961
年の一11.4度,1973年の一20.5度を下回る値 を示 し,基
地開設以来の記録をつくった.し たがって,年平均気温
も平年値 より0,8度低 くなった.こ のためか,例 年,9
月の末項150～180㎝になる基地周辺の新成氷の厚さが
180・-190cuにまでなった.
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積雪もまたおお く,これに加えて春から夏へかけての
天候が例年になくぐずつき,海氷上のパ ドルの発達も少
なく,前に述べたように,基地付近の海氷は しっかりし
たまま夏 を越すに至った,
酷 しかったのは温度条件だけではなかった.5月26H
のブリザー ドは,最 大風速47.2m/sec,最大瞬間風速
59.2m/secと1959年8月の記録43.5m/sec,57.4m/
sec　を上回る有難 くない記録をもたらした.こ の頃二つ
の野外調査隊が出ていた'一 つは,み ずほ観測拠点へで
あ り,他の一つは,リ ュツオホルム湾南方の沿岸地域へ
であった.み ずほ隊ももちろんブ リザー ドの領域内にあ
ったわけだが,特 に沿岸隊の被害が大きく,KC20-18
の幌が飛んでしまった,タ イ ドクラックの割れ目が広が
り海水が浸み出すやら,沖合の定着氷が うねるやらで,
旅行隊員は大いにキモを冷 したとのことであった.
調査旅行15次 との交替時,み ずほヘアイスポーリン
グの担当隊員を送る際,大 陸旅行の技術習得,み ずほの
施設の引き継ぎ,地球化学部門の化学分析用雪氷試料採
取を兼ね,3名の隊員を同行 させた.そ の後,5月10日,
化学分析用雪氷試料採取とUHFの 散乱による伝播の実
験とを主目的として 「秋みずほ隊」が出発 したことは前
に書いたとお りである.
沿岸隊が5月28日,秋みずほ隊が6月11日にそれぞれ
帰投 してから暫 くは,基 地周辺の調査,屋 内作業を中心
とする観測が実施された.6月22日の ミッドウィンター
の行事 も無事に終え,日 もやや長 くなった8月8日 から
30日まで冬期の沿岸調査旅行隊を出し,リュツオホルム
湾奥の地質,地 理,測 地及び気象の観測を実施 した.
秋のみずほ調査旅行の結果を検討 し,電波伝播の実験
は基地付近での伝播実験に重点をおくぺきであるとの判
断から,春みずほ隊は二手に分れた.電波伝播の実験を
目的とする支隊は9月10日に出発,9月16日置出発 した
本隊はS17で支隊4名 の中から2名 をピックアップし,
一路みずほへ向った.支隊は無事18日に帰投,本隊 も化
学分析用雪氷試料を採取 し,腸内細菌の汚染調査を行 っ
た後10月5日帰投 した.本 隊は旅行中の固型廃棄物の総
てを基地ゴミ捨て場 まで持掃え り投棄 した.
医学,地 球化学,生 物学のいわゆる環境科学グループ
の春の沿岸調査旅行は,10月17日から11月14日の間に実
施され,ル ン ドボークスヘ ッタからラングホプデに至る
間の露岩の植生,土 壌細菌,湖 沼水などの調査がなされ
た.又,こ れらの調査旅行隊には,で きるだけ気象担当
隊員が参加することとし,昭和基地 と現地との天気の比
較をするための資料を集めるよう努力 した.
16次隊としては最大の規模の やまと 山脈調査旅行隊
は,11月12日昭和基地を出発,12月29日Aルー ト003に
到着,1月5日 同地を離れるまでの間,や まと山脈の地
ス質 調 査,)IL準点 測!1,ViT]',')ξ科 三,高 所 医 ・曽 の`1[訂ilなご
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れ!:ULFの 散 乱 にliる伝播 の{IJF究と,　ULFF票Fll几1.i;'
を受 信 ㌃ る こ とに よる 低 域 電 離 層 禍lj葦の 研 究 が け わ れ
た.16次隊 の1巨.[.1.i.ll"1:l!ll項目 の一・つ で あ る 地'苫の う ち,地
理i蛉Elでi:.これ まて.に引 き続 き1'磯1測}/職・ζ川 い オ ン.
グ ㌧島;町方の458.`.li,で測 深 を実 施 したほ か,地 層探 査機 を
和川 しての 測 深 と海 底 堆 積 物 の 試 験 的 調 査 を実 施 した.
メ,露 岩地 域 の 問水1「1∫地 形 の観 察 と積 雪 の 融 解{{t,白癩
氷 河 の流 動 速 度 を1用足 した.地 質 部1"1では 先;こ」上ぺ た 調
査 惚 行.で,宗 谷海 書 展 ぴや ま と山 脈 の 未 調 査1也域 で の 地
質 調 査 を「友 施L,地 質[ズB乍成 に 必1要な資 料 を集 収 した,
調 配給FUの ・部(.、t.,昨年 シ ング.ホフ..デ.の地 質1ズ1が作 られ
る際 に 電 送 され 、.才'でに 利 用 され た.又,東 西 オ ング ル
1:ljlk:.ドそ ク)「F「;訪互の キ青.;e.もそ'tl)えし...'A.〔イ ン グ.ノン∫/fj、.t'ス.イ.
.イ　.ttのt't・ゲ.∵?イ トカ・らユ ー ク.セン{1がしと出 され 」こ.'憂
に も う ・つ の ト匡.[.「ienilll!項目 の環 境 科 学 各1到1門の.観測 は 次
の と お りに 実 施 され た,す なわ ら,生 物 部 門 は 宗 谷NfiEiX
の露 岩 各地 の 植生 を明 らか に 一「る と と もに,.{ン プル.〃
ノ...ペン島 の.額面'・ンニ≒:.ン1レ.,カリー と土 壌 藻 類 の 分 布 と
の{1目萬塒1調 練 した.疋,:基 地 周辺 の海 産1勺食 底 棲 動 物 の
≡匡:1/「:分・写の.洲㍗芒を実 施 す る と同1辟に..ピ くナ を 用い コ ウ
テ でペ ンギ ン.ル・.カリー の 発 見 後の 追 跡 調 合 を し,ア
テ.り一 ベ ンぷ ン し.・カ リー の 所/川箇所 を 確認 し之二.更
;こ.;:.ッ.・t.・き. ...f・i/liisのウtτ...ノラ ...'.ンア.ザラ シ個{年数 を
も併 せr.:謂軽 しt'.:.医学 部 「ト1では,L:ト が 自然 環 境 に 皮
ぽ;.影響 の うち.特 に 細 菌 にLる 影 響 を1調査 した.そ の
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結果,腸 内細菌属の細菌による汚染は野外では殆んど起
っていないが,腸 内細菌属以外の腸内細菌は糞便を介 し
て拡散する可能性のあることを示 した,又 建物内の自
然落下細菌,土 壌細嵐 バクテリオファージの試料をも
採取 した.逆 に環境が ヒトに与える影響について,細 菌
に対する免疫性の変化,寒 冷ス トレスが人の下垂体や副
腎系機能に及ぼす影響,太 陽 リズムと睡眠脳波との関係
を調査 した.地球化学部門では,環境汚染の直接的な測
定,つ まり空中における炭酸ガス,窒素化合物の連続観
測,エ アロゾルの捕集が基地にある環境科学棟でなされ
た,又,先.にも触れたみずほ観測拠点ならびにみずほへ
至るまでのルー ト上で得られた雪氷試料は約100点1ト
ンに及醜 今後室蘭工業大学で微量金属の分析が行われ
ることになっている.こ の中には,み ずほ観測拠点の北
東6㎞ の地点で表面か ら深さSmの 層までを層別に採
取 した同位体測定用の試料もあり,積雪の層状構造から
推 して,fio～70年前か らの空気や降下物質などの変化が
たどれるものと考えられる.この試料と対比する昭和基
地付近の雪氷試料の採取と分析を実施 し,宗谷海岸沿岸
の露岩地域の湖沼水の分析を行った.
航空機.昭 和50年1月臨氏 セスナの管理と運航を岱
次隊から引き継いだ魁 間もなく滑走路の氷状が悪化 し
たため一時飛行を中止 した,2月10日飛行を再開し,宗
谷海酷 プリンスオラフ海岸の航空写真撮影を行い,3
n'as日をもって秋の飛行作業を打切った.4月:中旬から
9月上旬までの:間,機体 を分解 し,胴を作業棟へ翼を新
送信棟へ格納した.
9月茄 日,試飛行を開始 したカ㍉10月1日通信テス ト
とbJ－セルラルセン半島方面の予察とを兼ねて,か らめ
て岬方向に飛んだところ岬の北47.㎞の海氷上にコゥテ
ィペンギンルッカリーを発見する幸運に恵まれた.その
後は1:0・11月の2か 月をリーセルラルセン半島の西,東
経30度までの航空写真撮影に費 した.現 地の天候が空撮
に適さない場合には,ペ ンギン・アザラシの調査と氷河
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の垂直写真撮影とを実施 した.12月からは,陸路をたど
ったやまと隊の支援を得てやまと山麓に滑走路を設定,
鳩1台 に積んだn本 の航空 ガソリンを補給用燃料 とし
て,や まと山脈の空撮 と航空磁気測量 とを行った.や ま
と.に飛ぶ際には,0900やまと隊 と気象の情報等を交換し
た後離陸 し,セスナ,や まと隊,基 地の三者間の通信を
確保 しながら行動 した.16次のやまと隊は時 々のセスナ
の飛来のおかげで,こ れまでの調査旅行隊に比べて孤立
感を味わずにすんだことと思 う.特に,昭和基地製のべ
ん当が届けられ,そ れを持って調査に出かけることもあ
り,いままで考えもしないことであった.12月一ばいで
やまと山脈上空での作業を完了したのち,1月 初旬,や
まとを中継点としてベルジカ山脈の空撮を実施 し,16次
隊の予定 してきた飛行作業を終了 した,総 飛行時間245
時間35分であった.こ の間,調 査旅行隊の雪上車事故の
ため二度ほど部品を届.けに飛行 したことがあった.も ち
ろん,ふ じの氷進進入に備えての氷状偵察も行い氷状図
を電送 した.12月26日には,氷 状を見ながらプリンスオ
ラフ海岸沖を東進,天 候まちのためマラジ・一ジナや基
地に着陸,あ わせて国際親善の実をあげるこ と もで き
た.以 後昭和51年1月20日,ふじ舷側まで自力で飛行 し
収容されるまでの約2週 間は,17次隊の気象観測 ・氷状
偵察 ・永田所長の視察のための作業を実施 した,
以上,16次越冬隊の概要を述べた.これらの活動はそ
れぞれの担当隊員の努力の賜ではあるが,こ こでは特に
触れなかった設営関係隊員の不断の協力の しからしむる
ところでもあった.基 地の発電機の保守 ・水の確保,車
輌の整備に当った機械隊員.悪 い電波伝播状態の中で電
けんをたたき続けた通信隊員.一 年を通 して楽 しい食事
を準備 してくれた調理隊員.全 員の健康管理を.引き受け
て くれた,医 療 ・医学の ドクター達.雑 用を不平も言わ
ずに処理 して くれた設営一般隊員.振 り返って感謝 しつ
つ筆 をおく次第である.
餌をもらうホセ
附記:私 達が昭和基地を離れて数日,昭和51年2月12
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日 「ホセ」が死亡 した.老衰と肛門部腫瘍からの出血に
よる慢性貧血によるものらしいとのことである,越冬中
も,皆か らいたわられ,や っと生きてきたとい うところ
であった.写真を掲げて冥福を祈る,
(第16次観測隊長 星合孝男 国立極地研究所教授)
一 第17次夏隊紀行一
策17次南極観測隊夏隣(平 沢威男副隊長以下10名)は
昭和50年11月25日,観測船"ふ じ"にて東京港を出港
し,昭和基地への物資輸送,基 地におけるロケット実験
及び建設作業,越 冬隊員の交代,船 上及び昭和基地周辺
における観測と第17次越冬隊(芳 野赴夫隊長以下29名)
を成立させたのち,昭 和51年4月19日東京港に帰港 し
た.こ の間の総行動日数は147日間であった.
第17次越冬隊は,第15次には じまり第16次までの2年
間にわたって,昭和基地中心に行われた環境科学総合研
究にかわって国際磁気圏観測(IMS,1976～1978)1こと
もなうロケット・大気球による高空観測,科 学観測衛星
の観測データを直接昭和基地で受信しようとする人工衛
星テレメ トリー観測,昭和基地 ・みずほ観測拠点を中心
に地上観測網を設置し平面的な観測を目的 とする観測点
群観測など超高層物理観測を最重点項 目としながらも,
基地における気象,地 理物理など基地定常観測は勿論の
こと,気象,雪 氷,医学などの研究観測をも含む多面的
な隊である.
夏隊はこれら越冬隊の越冬中におげるオペレーション
がスムーズに行えるようサポー トするとともに,夏 期間
昭和基地周辺沿岸露岸地域において陸.ヒ寒冷生物,氷 河
地形の調査,地 図作成のための基準点測量,ヘ リコプタ
ー及び航空機による氷状調査,気象観測や航空写真測量
などを行い,往 復路南極海域では各層観測 ・STDな ど
の海洋化学 ・物理 ・生物の観測をほぼ予定どうり実施 し
た.な お,南極観測の実情と昭和基地 ・みずほ観測拠点
及びやまと山脈地域の視察を行い,も って南極将来問題
検討のため,南極本部委員,国立極地研究所永田武所長,
南極条約に基づく交換科学者 ・フランス国立科学研究所
員,ジ ・ルジュ・ローラン氏,又,氷 海航行の砕氷商船
開発に資するための氷象等に関する資料収集のため運輸
省 ・船舶技術研究所竹沢節雄技官が夏隊に同行 した.
第17次行動におけるリaツオホルム湾,昭 和基地周辺
の氷状は近来になく厳しく,流氷群の氷量多く,氷盤は
厚 く,流氷帯の突破に難行し,定着氷縁に達するまでに
約1週 間を要 した.幸 いこの間の 天候に恵まれた51年
1月3日に 第1便 を基地に 飛ばすことが できた.し か
し,定着氷 も予想以上に厚 く,砕氷を能率よく行 うこと
は難 しく,昭和基地の北34.3マイルの地点まで進出する
ユ ー ス
のが限度であった.1月3日 の第1便 以後,砕 氷前進と
並行 し,空輸を実施,途 中悪天候のため十数 日の長期に
わたる中断があったとはいえ,空輸はほぼ順調に進み,
約500tの全越冬用物資が2月18日までに昭和基地に搬
入された.翌2月19日ふ じは返転,直 ちに氷海離脱行動
を開始,お おむね進入時の航跡を北上 し,定着氷域,密
群氷域を突破 して,2月24日氷縁を離脱 し,各種海洋観
測を実施 しつつ帰国の途についた.
この間,昭 和基地においては2年 間にわた り閉鎖され
ていたロケット発射施設の再開,人 工衛星テレメ トリー
受信設備の新設及び地上観測施設の更新 ・整備作業が3
年次(17次～19次隊)に わたるIMS観 測にそなえて進
められ,1月26日ロケットS210JA-22号機,続 いて2
月13日新 しい ロケットS310JA-1号機を打ち上げ,超
高層諸現象の高空における観測に 成功 した.S310JA
型 ロケットは南極観測用に新らたに開発 ・製作されたも
ので,全長約7m,直 径31㎝,全重量700kgで約40㎏
の観測機器を搭載 し,約220㎞の高度まで観測可能な性
能を有するものである.従 来,使 用されてきたS160J
A型(搭 載計器5kg,到達高度90㎞),S210JA型(搭
載計器20㎏,到達高度120㎞)にくらべ.か なり力強い
ロケットで,　IMS期 間中S210JA型にかわって超高
層諸現象なかでもオーロラ現象の観測に威力を発揮する
ものと期待される.今回17次隊で夏期間に打ち上げられ
たS310-1号機は,昭 和基地の上空に降 り込む電気を帯
びた粒子(主 に電子)が オーロラを光らせると同時に,
どのようなメカニズムで自然電波(VLF放 射など)を
発生 させるかを明 らかにするのを目的としたものであっ
た.ロ ケットには荷電粒子,電子密度,自 然電波観測器
など大小7種 類の機器が搭載されていた.発射後,ロ ケ
ットはiE常に飛翔,高 度216㎞に達 し,約7.5分の高空
での観測を終え,昭和基地の北西約300㎞の海氷上に落
下 したが,こ の間の観測データはIE常に電送され,昭 和
基地で受信することができ,貴重な資料を得ることがで
きた.
一方,ロケット実験 と並行 して,人工衛星テレメトリ
ー受信装置の新設作業が進められ,な かでも,南極の風
速50mにも達するブリザー ドに堪え得るものに作 り上げ
る追尾用アンテナの設置が難事業であった.作 業は順調
に進み,2月 初旬にはテス ト観測に成功 した.越 冬隊か
らの連絡によると,現在では,電 離層観測衛星アイシス
1号及び2号 による電離層 トップサイ ドサウンディング
観測,VLF自 然電波観測,又,気 象観測衛星ノア3号
及び4号 を利用 した地表赤外線放射量分布による南極地
域の地表面温度変化観測などほぼ定常的に観測が続けら
れているとのことである.
(第17次隊副隊長 平沢威男 国立極地研究所助教授)
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ヨー ロ ッパ の コケを 追 って
に 南 極
3月31日～4月20日陸上生態学研究所(エ ジ
ンバラ)
エ ジ ンバ ラ近 くの ペ ニ ク ウ ィ ック とい う小 さな タ ウ ン
を と りま く広 大 な 牧 場 の 一 角 に,こ の研 究所 が あ る.近
くに は,森 林 学,農 学,畜 産 学 の 研 究施 設 が十 棟 ほ どあ
り,コ ン ピ ュー タ ーセ ン タ ーの棟 も見 え た.こ の研 究 所
は,現 在 の所 長 が有 名 な　「Antarctic　Eco止ogア」 の編 集
を した ホ ル ゲイ ト教 授 で あ り,熱 帯 か ら極 地 ま で の動 植
物 の生 態学 的 研 究 を網 羅 した大 がか りな構 想 を も っ て い
る.現 在は 森 林 学 と酵 苔 類 学 の二 つ の プ ロ ジ ェ ク トを持
つ の み で あ る が,他 の プ ロ ジ ェ ク トの計 画 も着 々 と進 ん
で い る よ うだ.研 究 所 の 酵苔 類 プ ロ ジ ェク トグ ル ー ブ の
グ リー ン博 士 をは じめ,グ リー ン夫 人,ベ ル博 士,コ リ
ンス博 士 が 親 切 に応 対 して い た だ き,感 激 の い た りで あ
っ た.彼 らは 主 に,サ ウ ス ジ ョー ジ ア,フ ォー ク ラ ン ド
を中 心 に,南 極 の酵 苔 類 の 分 類,生 態,生 理 学 的 研 究 を
精 力 的 に進 め て い る こ とは 周 知 の とお りで あ る.現 在,
この 研 究 所 に は 約25,000点の南 極 産 群 苔 類 が 収 納 され て
い る.グ リー ン博 士 は 南 極 大 陸 の 露 岩 地 域 の 欝 苔 類 に つ
い て も興 味 を示 され,昭 和 基 地 周 辺 の 蘇 苔 類 は ほ とん ど
の 種 が,極 寒 の ため,異 常 な形 態 をな し,極 め て そ の 同
定 は む ずか しい が,根 強 い 研 究 を続 け れ ば ユ ニー クな,
良 い 仕 事 が で き るだ ろ う との こ とだ った.ベ ル博 士 は 若
い 分 類 学者 で,サ ウス ジ ・一 ジア の岩 上 の 蘇 苔類 の モ ノ
グ ラ フ的 研 究 をや っ て お り,コ リンス博 士 は サ ウス ジ ョ
ー ジ アの 群 類 の生 長 と繁 殖 に つ い て の生 理 生 態的 研 究 を
や っ て い る.と くに,温 室 で種 々 の機 器 を 自分 で つ く り
あ げ,独 創 的 な 研 究 を進 め てい た.又,グ リー ン夫 人
は,主 に 蘇 苔 類 の デ ー タ バ ンク の研 究 で 著 名 であ り,す
で に い くつ か の論 文 を 出 して い る.生 物 標 本 の デ ー クは
な か なか 整 理 しに く く,ま して や,コ ンピ ュ ー ター を使
うとい うこ とは,労 多 く して 実 りが 少 な い と い う考 え
が,今 だ 通 説 で あ り,現 在 で もあ ま り実施 して い る と こ
ろ は な い,し か し,こ この生 物 デ ー タ に よ る コ ン ピ ュー
ター シス テ ムは 規 模 こ そ小 さい が,野 外 で の採 集 か ら,
論 文 の 印 刷 ま で を細 か く配 慮 した もの で実 に能 率 良 く仕
事 が進 ん で い た.何 も かに も コ ン ピュ ー タ ーに 入 れ る と
い うの で は な く,サ ウ ス ジ ョー ジ アの 鮮 苔 類 の デ ー タの
み を入 力 す る とい う,狭 い 地 域 の 生 物 地 理学 的 デー タ を
処 理 す る シ ス テム で,長 年 の 経験 か ら独 特 の フ ォ ー ∠、が
つ くられ た よ うだ,ち ょ うど この時 期 に,6か 月 の 予 定
で,主 と して パ タ ゴ ニ アの 蘇 苔類 の研 究 の た め,ア ル ゼ
ンチ ンか らマ ッテ リ博 士 が滞 在 して い た.彼 女 は 鮮 苔 類
学 者 の 間 では.独 身 で美 人 との 定 評 が あ り,私 が20U間
ニ ュ ー ス
も彼 女 と一 緒 だ った こ とは,う らや ま しが られ る こ と し
き りで あ る.又,カ ナ ダ か らは,や は り この研 究所 で 南
極 の酵 苔 類 の生 理 ・生 態的 研究 を や っ て い る ロ ン トン博
士 が来 て お り,私 とは1日 しか 一 緒 に い られ な か っ た け
れ ども,若Vの デ ィス カ ッ シ ョ ンが で き た のは 幸 い で あ
っ た.
陸上生態学研究所
4月21日～4月29日 大英博 物館(ロ ン ドン)
大 英博 物 館(自 然 史)の 植 物 部 の 主 任,ロ ス氏(ア フ
リカ の 川玉藻 の 研 究)に 逢 い,鮮 苔 類 の仕 事 を して い る エ
デ ィ氏(東 南 ア ジア の ミズ ゴケ類 の 研 究)を 紹 介 され
た.エ デ ィ氏 は と て も親 切 な 人 で,日 本 の 研 究 者 を よ く
知 っ てい た.こ の博 物 館 に は や は り,南 極 の 鮮 苔 類 の 分
類 の研 究 をや っ た クラ ー ク博 士(花 粉f)が お り,少 時
間 で あ った が 逢 うこ とが で き た.蘇 苔 類 標 本庫 の 標 本
は,地 域 別 ・分 類 別 に よ く整 理 され, .kに植 物 学 者 フ ッ
カ ー をは じめ,ウ ィル ソ ン,デ ィク ソ ンの 南 極 産 薩苔 類
の 基 準 標 本が 多数 収 納 され て お り,と て も1週 間 で は 見
きれ な い状 態 で あ っ た.南 極 の 離 苔類 柑(フ ロー ラ)を
や るた め に は,そ の 周辺 要 素,す な わ ち パ タ ゴニ ア,ケ
ー プ フ ォー ン,ニ ュー ジ ラ ン ド,タ ス マ ニア等 の標 本 を
見 な け れ ば な ら な い こ と を痛 切 に感 じな が ら,一 応 の 検
鏡 と写 真 を撮 り終 え,名 残 り惜 しなが ら も ロ ン ドンを後
に す る こ と に な っ た.
4月30日～5月23日 国立科学博物館(パ リ)
この 博 物 館 の 隠 花 植 物 研 究 所 の .1三任 研 究 員 が 女 性 鮮苔
類 学 者 の ジ ・ベ ア博 士 で あ る.彼 女は隠 花 植物 研 究所 始
ま って 以 来の,最 初 の 女性 の 主 任 だ そ うで,私 の た め に
多 くの{史書 を図 っ て くれ た.こ こに は も う90才'近い ア ロ
ル ジ ュ博 士,若 手 の ピ ッシ コ.ラー 博 士 が お られ,皆 さん
女 性 の学 者 で あ る.彼 女ら と 南 極の 植 物 に つ い て百 重 な
デfス カ ツ シgン を す る こ と が で き,又,フ ラ ン ス で南
極 の 鮮 苔 類 を研 究 してい る エ プ ラル ド博 士,地 衣 類 を研
究 して い るマ.・ス 博 士 を紹 介 され た.こ の 研 究所 に は,
古 くか らの フ ラ ン ス隊,ベ ル ギー隊,ス ウ ェー デ ン隊 に
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よ っ て南 極 地 域 か ら持 ち込 ま れ た 多 くの貴 重 な辞 苔類 の
標 本 が収 納 され て い る.5月 の パ リは,リ ラの花,マ ロ
ニエ の花 盛 り.博 物 館 の 中庭 に あ る プ ラ タナ スの並 木 と
ス カ ッ と した 青 い 空 と若 い カ ッ プル の 姿 は い か に も楽 し
そ うだ.こ の 博 物 館 は,動 物 学 者 ラマ ル ク,キ ュ ビ ェ,
サ ン チ レー ヌ,植 物 学 者 ビ ュ ッフ ォ ン を生 み 出 した と こ
ろ で あ り,近 くの 通 りは,そ れ らの 生 物 学 者 の 名 を取 っ
た 呼 び 名 が 多 い の も,パ リな らで は の こ とで あ ろ う.
5月24日～5月29日 リール理工科大学
パ リの23日間の日程を終え,北 フランスの閑静な リー
ルの街を訪れた.市 街からバスで15分のところに リール
理工科大学がある.歴史は古いのであろ うが,広 大な敷
地に近代的な建物が建ち並び,計 画的に整備されたもの
だそ うだ.理 学部の植物学研究室は蘇苔類学の講座を持
ち,そ この教授はポノー博士である.彼 は蘇苔類の電顕
的研究を先がけた最初の研究者の1人 である.ここのス
タッフは助手のベル ドス博士,フ ァブル博士がおられ,
彼女らの研究にはすべて,走 査型電顕,透 過型電顕が使
われており,私は試料の処理方法,電顕の管理等の上で
大いに啓発された.又,ボ ノー教授の配慮で,2度 にわ
たる植物採集のエクスカーシ・ンに参加でき,感激に心
を踊らせた.
(筆者:国 立極地研究所生物系資料部門助手神|n啓史)
6月1日
〃
〃
〃
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に当っている.昭和基地では3月 下旬から4月前半は,
みずほ旅行準備であわただしかったが,後 半は じっくり
と冬ごもりの体制作 りに明け暮れた.観測も順調で4月
1日より人工衛星テレメ トリー観測がルーチン観測に入
った.又下旬より5月10日打ち上げを目指 しロケットの
整備体制に入った.
観測報告
引き継 ぎ時の初期 トラブルも治まり極光観測も開始さ
れて順調に経過 している.雪氷部門の海洋海氷観測では
冬旅行のルー ト作 りを始めた.一 方,海 氷調査用プール
での観測状況は,永 生長が極端に遅 くなったが海水の塩
分量は開始時より1～1.5パー ミル増えた.
気象概況13月 上旬は,荒 模様の日が多 く中間は大陸
の高気圧の影響で晴天が続き冷え込んだ.ブ リザー ドは
上旬1風 下旬2回 あり季節の変 り目を思わせる.4月
前半は晴と暴風雪が短周期で繰 り返 し,後半は曇 りがち
の天気で風弱 く気温は低目で安定 した天気が続いた.
?
分
平 均 気 温
月 最 高 気 温
月 最 低 気 温
月 最 大 風 速
3 月
一6 .7℃
-1 .4'℃
-17.7℃
27.9m/sec
4 月
一11,5℃
-1 ,7℃
-26.3℃
32,4m/sec
設営報告
燃料消費内訳 単位t
職員の異動
研究系生理生態学研究部門助教授 星合孝男
は,岡 部II`j教授に昇任.
研究系生理生態学研究部門教授 松田達郎は,
資料系教授(資料主幹)に配置換.
文部省学術国際局学術課課長補佐 武田典明
は,管 理部長に昇任.
管理部長水村博昭は,文 部省人臣官房情報処
理課長に配置換.
第1了次隊月例報告
〈51年3月 ・4月 〉
一般概況
日増 しに秋 らしくなり,4月 からのみずほ観測拠点で
の越冬の準備も進み,2月 から続行されていた海氷調査
用プール掘 り作業が3月18日完成 した.4月 に入 りみず
ほ旅行隊(8名)は,天 候が回復 した4月15日昭和基地
を出発,24日にみずほ着,連 日一45℃以下での基地整備
区 分
消 費 竺」 残 量
・ 月 ・ 月1・ 月 「・ 月
1普 通 軽 油 ・4,5・・289,925、4 ,3、。i275,6、5
1燈'i由3,550;90、1104,38985,721
第7発 電棟と食堂間 の冷水温水パイプ水洩れの 為凍
結,娯 楽棟フ7ン コイルユニッb亀裂,娯 楽棟間冷水 ・
温水パイプ凍結等により第7発 電棟 と娯楽棟間の冷水温
水パイプを全部交換 した.交流定周波定電圧無停電源の
送電を開始,ノ イズ発生の為,本 体を海中アースに落す
等の対策を行い順調に作動している.
通信部門:内地 との回線は全般に状態悪 くJ・C・Sと
良好に交信できたのは6日 である.施設面では車輌備え
付けのタブレット,ホイップ,リ ンケージの電界強度の
測定比較を実施 した他,旧 送信棟のAC　100V　LINE及
び諸電源を機械担当と相談 し,使用 しやすくわか りやす
いよう配線を変更 した,
隊員の健康状態も異状な く,全員良好である。
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一逸話で綴る極地探険家物語一
極 地 研
最近著者 より図書室に御寄贈いただいた,「逸話で綴
る極地探検家物語」を紹介 したい.こ の本には,北 極 ・
南極探検の歴史を飾った,19名の英雄の生いたち,人 と
なり,探検の概要がわか りやすく書かれている.
北極における北東航路,北 西航路の通航 ナ ンセン,
ピアリー,ク ックの北極点初到達争い,南 極におけるベ
リングスハウゼンによる大陸の確認,シ ャックル トン,
スコット,アムンゼン,白癩中尉などの華々しい探検の
時代を経て,今 日の科学観測 の 時代に至るまで,新 発
見,初 到達の栄光に輝 く人たちや,厳 しい自然のカに悲
壮な最期をとげた人たちの,極 地探検とのかかわ りあい
を語る数々のエピソー ドをとりあげ,極 地探検は,単 な
る新発見とか初到達とい う事実でな く,そこに多 くの意
味が含まれていることを明らかに している.
この本に登場する人たちの共通点は,夢 を追い,真 実
ニ ュ ー ス
を求める理想の持ち主であるばか りでなく,誠実に事に
あたる実行力も備えていることである.白癩中尉を例に
とると,彼は探検家になるために,「 酒のむな,たばこ
も吸 うな,湯 茶のむな,火 にも あたるな,水 をこそ飲
め」の五戒を12才頃より終始守 り続げ,目 的に向って一
歩一歩着実に進み,外 国人が驚 くような貧弱な船や装備
に もかかわらず,日本人として初めて南極に足を踏み入
れ,南緯80度5分まで達 している.ま さに当時としての
偉業をな しとげたのである.極地探検の父とい わ れ る
ナンセンも,悲運の英雄スコットも,華 々しい極地探検
のタイトル保持者アムンゼンも,長年のたゆみない努力
と勉学の積み重ねがあってこそ,卸 しい業績をあげ得た
のである.それは科学時代といわれる今日でも同様で,
最近北極圏12,000キロ犬ぞ り単独横断の快挙で新聞雑誌
を賑わした植村直己氏にしても,その日頃の心がけたる
や,こ れら英雄たちと変るところがない.そ してまた南
極にも北極にも,科学時代 といわれる今 も,探検を志す
人にとって,十分魅力ある何かがあるのだろう.
〔近野不二男著1976年 玉川大学出版部〕
(筆者:国 立極地研究所図書室 松里房子)
〔極地豆辞典〕
南極 の火 山
雪 と氷 の 大 陸 と想 像 され てい た 南極 に,初 め て 火 山
を発 見 した の は,ジ=一 ム ス ・ロス(1800～1862)で
あ っ た.Pス は1841年1月,現 在 そ の功 績 を 記念 して
彼 の 名 を冠 して呼 ば れ て い る ロス海 を,エ レバ ス と テ
ラ両 船 を率 い て南 下 して い っ た.27日,噴 煙 が立 ち の
ぼ る火 山 を発 見,そ の船 名 を と っ てエ レバ ス 山 と命 名
した.こ の 時,エ レバ ス火 山 は 活 発 に 活 動 してお り,
白夜 の南 極 に もか か わ ら ず,山 頂 付 近 で は 真 赤 な 溶 岩
が ほ とば しって い るの が 確 認 され た.こ れ が 南 極 に お
け る最 初 の 火 山発 見 で あ っ た.南 極 に お け る火ILfは,
南 極 大 陸 の西 半 球 側 の南 極 半 島 か ら,ロ ス海 の ロス島
に か け て分 布 してい る.確 認 され てい るだ げ で も10以
上 の 火 山 が あ るが,現 在 活 動 して い るの は 二 つ で あ る.
一 つ は エ レバ ス火 山 で あ り,他 の 一 つ は デ セ プ シ ョン
島 で あ る,デ セ ブ シ ・ン島 は 南 極 半 島先 端 付近 に あ る
火 山 島 で,馬 蹄形 を した 島 の形 か ら,島 の 中心 部 に あ
る フ ォス ター 湾 は カ ル デ ラで あ る こ とが 分 る.1967年
12月4口 に爆 発 を起 し,島 内 に あ った.チ リ,ア ル ゼ
ンチ ンな どの 基地 に 被 害 が で た.1969～70年に も活 発
な 噴 火 活動 が あ り,こ の島 の基 地 は現 在 は 閉鎖 され た
ま ま に な っ て い る,
南 極 の火 山 の調 査 は 遅 々と して い たが20世紀 に 入 る
と,ス コ ッ ト,シ † ッ クル トン両 隊 に よ る エ レバ ス火
山 の調 査 が行 われ た.越 冬 期 間 中 は,火 口 内に 溶 岩 の
流 出 を示 す火 映 現 象 が しば しば観 察 され てい る.シ ャ
ックル トン隊 の時 に は,エ レバ ス1|1北側 に あ るバ ー ド
山 々麓 付 近 か ら も水 蒸 気 の 噴 出 してい た こ とが 確 認 さ
れ てい る.1957年IGY以 来,ロ ス島 に は マ クマ ー ド,
ス コ ッ ト両 基 地 が 開 設 され,エ レバ ス 火 山 の 活動 が 連
続 的 に 観 察 され る よ うに な っ た.1960年代 に静 か だ っ
た エ レバ ス 山は,こ こ 数{F,再び 活動 が始 ま り,水 蒸 気
爆 発 を く り返 して い る,時 には 噴 煙 が1,COOm以|:の高
さに 達 す る こ とも あ る.火 口 内 には 溶 岩 が流 出 し,溶
岩 池 が で き てお り,[質火 の た び に直 径1mも の 火 山弾
が100m以 七もの 距 離 に 飛 ば され て い る と の報 告 が,火
口 を調 査 した ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド隊 に よ りな され て い る.
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